
 1

京成沿線整備検討報告 

 

市   川    市 

平成 ２２年 7月 

 

 

京成本線は、1915 年（大正４年）に押上～京成中山駅間が開通し、ＪＲ総武線とともに、長年

にわたり、市民の重要な交通手段として都市機能の役割を担っています。 

その一方で、市の中央部を平面で横断していることから、多くの踏切が渋滞や事故発生の誘因と

なり、南北交通の遮断や公共交通機関(バス)の遅れ、排気ガスの増加などが生じております。 

また、渋滞等により、クロマツのみられる閑静な住宅地に通過車輌が進入し、安全性や、狭隘道

路等の防災面の問題も生じています。 

このように｢京成本線の立体化｣と「京成本線沿線地域のまちづくり」は、本市の将来に向けて、

避けて通ることのできない重要な課題となっています。 

そこで、本市では昭和６２年度より調査を開始し、平成２１年の「市川市京成本線の立体化及び

沿線まちづくりに関する有識者提言」に至るまで、市民を交えた懇話会やアンケート、有識者によ

る委員会、市民意見交換会など、様々な手法により検討を実施してきました。 

本報告は、これまでの検討内容や取り組みを踏まえて、平成２１年度末（平成２２年３月）時点

での検討成果をまとめたものです。 
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